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特別支援教育 

 

生徒自身が活動しやすいように環境や状況に対する判断や調整をする力を育む指導の在り方  
― 自己理解を深める自立活動と新学習指導要領における「困難さに応じた指導の工夫」の具現化を通して ― 

                                      

東広島市立志和中学校 池田 恵子                                  
 

研究の要約 

本研究は，自己理解を深める自立活動と新学習指導要領における「困難さに応じた指導の工夫」の具現化

を通して，自閉スペクトラム症のある生徒自身が，活動しやすいように環境や状況に対する判断や調整をす

る力を育む指導の在り方について追究したものである。所属校自閉症・情緒障害特別支援学級在籍の生徒

は，学習上の困難さに対して自ら工夫したり支援を依頼したりすることが少ない実態がある。文献研究で

は，障害のある生徒が，自分の困難さの実態を把握し，目標を見据えて指導者と振り返りながら自己理解を

深め，自立と社会参加につなげていく必要があることが分かった。そこで，「困難さに応じた指導の手立て」

を整理して作成した「チェックリスト」の実施を通して実態を把握し，自己理解に関する内容を自立活動及

び各教科等の授業で関連させながら実施した。その結果，生徒が自分の特性への理解を深め，学びやすくす

るために，自ら工夫をしたり他者に相談したりする姿が見られた。このことから，自己理解を深める自立活

動と「困難さに応じた指導の工夫」を具現化した指導・支援は，生徒自身が環境や状況を判断し，調整をす

る力を育むことに有効であることが分かった。 

 
 

Ⅰ 主題設定の理由 

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編

（以下，「総則編」とする。）（平成30年）では，特別

支援学級における特別の教育課程の編成に係る基本

的な考え方について，「障害による学習上又は生活上

の困難を克服し自立を図るため，特別支援学校小学

部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動を取

り入れること。」1）と新たに示され，特別支援学級に

おける自立活動の指導が明記された。 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活

動編（幼稚部・小学部・中学部）（以下，「自立活動

編」とする。）（平成30年）では，「発達障害を含めた

障害のある児童生徒等が，特別支援学校だけではな

く小・中学校等においても学んでいることから，特

別支援学級，通級による指導においても，児童生徒

等の多様な障害の種類や状態等に応じたきめ細かな

自立活動の指導の充実が求められている。」2）と示さ

れている。 

「総則編」では，各教科等における指導において，

「障害の種類や程度を的確に把握した上で，障害の

ある生徒などの『困難さ』に対する『指導上の工夫

の意図』を理解し，個に応じた様々な『手立て』を

検討し，指導に当たっていく必要がある。」3）と示さ

れており，生徒自身が，学習上又は生活上の困難を

改善・克服するだけでなく，個に応じた指導・支援

の充実を図ることが求められている。 

所属校の自閉症・情緒障害特別支援学級には，自

閉スペクトラム症のある生徒が在籍している。その

生徒に対して，教科担当者は，板書をノートに写す

量を調整したり，学習の順序をナンバリングしたり

するなど，生徒の困難さに応じた指導・支援をして

いる。生徒は，「書きづらさから，ノートに書く量を

調整したり，マス目を大きくしたりしていること」

「優先順位を付けるのが苦手なことから，ナンバリ

ングをしていること」などといった指導・支援を，

与えてもらうものと捉えて，学習上の困難さを克服

するために，自ら困難さに応じて工夫したり，支援

を依頼したりすることが少ない状態である。 

静岡大学教育学部附属特別支援学校（2013）は，

障害のある児童生徒が，社会の一員として参画し，

自己の実現に向けて積極的に生きていくためには，

様々な環境下において自分から周囲と関わる力や，

自分と向き合い，自己実現に向けて積極的に自分を

変革していく力が必要不可欠であり，社会参加に向

けた重要な要素であると述べている。 

これらのことから，自閉症・情緒障害特別支援学

級において，生徒自身が活動しやすいように環境や

状況に対する判断や調整をする力を育む自立活動の

充実及び各教科等における指導・支援が必要である

と考え，本主題を設定した。 
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Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 環境や状況に対する判断や調整をする力 

「自立活動編」は，合理的配慮と自立活動との関

係において，自己が活動しやすいように主体的に環

境や状況を整える態度を養うことが大切であると

し，自分が活動しにくい環境や状況にあることを認

識していること，自分が求める環境や状況に対する

判断や調整のための依頼の仕方を学ぶことの必要性

を示している。 

また，「自立活動編」において，今回の改訂で新設

された「１ 健康の保持(４) 障害の特性の理解と

生活環境の調整に関すること。」は，「自己の障害に

どのような特性があるのか理解し，それらが及ぼす

学習上又は生活上の困難についての理解を深め，そ

の状況に応じて，自己の行動や感情を調整したり，

他者に対して主体的に働きかけたりして，より学習

や生活をしやすい環境にしていくことを意味してい

る。」4)と示されている。この項目について，宮田愛

（平成31年）は，「自己理解を深め，自分にとって

必要な支援を理解し，援助要求ができること，そし

て合理的配慮の提供を受けながら自立と社会参加を

果たすことを目指す」5)ことの大切さを述べている。 

髙橋あつ子（2004）は，中学校における環境の変

化について，小学校と違う教科担任制による様々な

学習形態や，関わる教員集団の広がり，部活動の先

輩・後輩といった人間関係の広がりを挙げている。

また，小学校では担任から一貫した配慮を受けるこ

とで，スムーズに学校生活を過ごせていた生徒も，

中学校では同様にはいかなくなることがあるため，

支援を必要としている生徒の中には，自分を理解し

てもらうための努力をしないといけない場合がある

と述べている。さらに，中学校では，自分で考え，

自分で決めていく態度をより多くの機会に求められ

ると述べている。 

これらのことから，本研究においての環境や状況

に対する判断や調整をする力とは，生徒が，自分の

特性を理解し，学習上又は生活上において，困難な

状況を判断し，活動しやすいように，他者に援助の

依頼をしたり，自ら調整したりして，自ら環境や状

況を整えていく力であると考える。 

 

２ 自閉症のある生徒に対する自己理解を深める自 

 立活動 

(1) 自己理解を深める自立活動 

中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」（以下，「28年答

申」とする。）（平成28年）において，自立活動に

ついて「自己の理解を深め，自己肯定感を高めると

ともに，得意不得意等に係る意思を表明する力を育

み，主体的に学ぶ意欲を一層伸長するなど，発達の

段階を踏まえて自立活動の内容を改善・充実するこ

とが必要である。」6)と示している。 

「自立活動編」では，「児童生徒自身が活動しやす

いように環境や状況に対する判断や調整をする力を

育むことが重要であることから，小学部及び中学部

においては，『個々の児童又は生徒に対し，自己選択・

自己決定する機会を設けることによって，思考・判

断・表現する力を高めることができるような指導内

容を取り上げること。』」7)と示されている。 

このことに関して岡田克己（2017）は，「自己理解

を促す指導・支援とは，社会で生きていくうえで，

自分が必要としているものについて考えることがで

き，信頼できる他者に相談し，問題を解決すること

ができることを目標としている。」8)と述べている。 

また，小島道生・片岡美華（平成26年）は，自己

理解は，“過去―現在―未来”という時間軸のつなが

りの中で，振り返り，今の己を知り，将来につなげ

ていく営みであると述べ，肯定的な自己のイメージ

をもつ際にも，過去の成功体験が大変重要であると

述べている。 

これらのことから，自立活動において，障害の特

性に応じて，自己選択，自己決定をする場を設定し，

自分に合った方法を試したり，人に相談したりして，

課題を解決し，成功体験を得ることで，将来の自立

と社会参加につなげていくことが重要であると考え

る。 

(2) 自閉症のある生徒に対する自己理解を深める指

導・支援 

滝吉美知香・田中真理（2011）は，思春期・青年

期における広汎性発達障害者は，定型発達者と比べ

ると，自己から他者あるいは他者から自己へのどち

らか一方向的な関係の中で自己を理解する割合が多

いと述べている。 

小島（2017）は，発達障害のある子供の相談する

力について，「そもそも自分が何にどう困っているの

かわからない，苦手なことが的確にわかっていない

ことがある。周囲の人からは困っていると思われて

いるものの，本人は『困っていない』と語るなど認

識のずれが見られ，客観的な自己理解が難しい生徒

に遭遇することもあろう。また，わからないことや
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苦手なことを理解できていても，どのように相手に

助けを求めるのかわからないといったスキル不足が

原因で，実際には相談できないこともある。」9)と述

べている。 

本田秀夫（2018）は，自閉症のある人たちが適切

な支援によって身に付けることのできるスキルにつ

いて，次のように整理している。 
 

【自律スキル】 
自分にできることは意欲的に行い，できないことは「で

きない」と判断できるスキル 
【ソーシャルスキル】 
できないことを他の人に相談するスキルと，自分に理解

のできる範囲でルールを守るスキル 
自閉症のある人たちが適切な支援によって身に付けるこ

とのできるスキル 
 

柳澤亜希子（2017）は，自閉症のある生徒に対す

る自立活動の指導上の留意点を，「学習の定着や般化

が難しいとされる自閉症のある児童生徒において

は，単発的な指導や指導の意図が不明確な活動は，

彼らの学びの定着に結びつきにくい。そのため，自

閉症のある児童生徒の指導では，明確な目標を見据

えて，そこに至るまでにどういった指導を積み上げ

ていくことが必要かを考えることが大切である。」10）

と述べている。 

李熙馥・田中真理（平成31年）は，自閉スペクト

ラム症児の自己理解の発達につなげていくための支

援について，自閉スペクトラム症児が自分の経験を

振り返るように大人が場を設定し，大人とともに振

り返り，意味付けることを行うことが必要であると

述べている。 

霜田浩信（2018）は，自閉症のある生徒の学習面

において，情報を提示する際に音声言語のみならず

視覚的な情報(文字・写真・絵・ワークシート・実物)

で提示することや情報をどのように関連付けて捉え

れば良いかを教えていくことの必要性を述べてい

る。 

これらのことから，自閉症のある生徒に対する自

己理解を深める指導・支援において，明確な目標を

立て，自分の経験を指導者とともに振り返り，視覚

的に意味付けしながら，できることとできないこと

などの理解を促す工夫が必要であると考える。 

 

３ 新学習指導要領における「困難さに応じた指導

の工夫」の具現化 

(1) 新学習指導要領解説に示された「困難さに応じ

た指導の工夫」の整理 

 中央教育審議会「次期学習指導要領等に向けたこ 

れまでの審議のまとめ（報告）」（平成28年）におい 

て，資質・能力の育成，各教科等の目標の実現を目 

指し，児童生徒が十分な学びが実現できるよう，学 

びの過程で考えられる【困難さの状態】に対する【指 

導上の工夫の意図】【手立て】の例を全ての教科等別 

に示された。これにより，小・中・高等学校学習指 

導要領（平成29年・平成30年告示）の各教科等の解 

説に，配慮の例が記載された。文部科学省「中学校 

学習指導要領(平成29年告示)解説社会編」（以下，「社 

会編」とする。）（平成30年）に示された例の一部を 

次に示す。 

 

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり，読み取

ったりすることが困難な場合には， 

読み取りやすくするために， 

地図等の情報を拡大したり，見る範囲を限定したりし

て，掲載されている情報を精選し，視点を明確にするなど

の配慮をする。11） 

社会科における配慮の例（下線は困難さの状態，二重線
は指導上の工夫の意図，点線は手立てを示す。） 
 

このことに関して，田中裕一（2017）は，教科ご

とに学習上の「困難さに応じた指導の工夫」の例が

提示されたことについて，「教科や学校種別を問わ

ず，応用することが可能」12）と述べている。 

また，国立特別支援教育総合研究所「小・中学校

等における発達障害のある子どもへの教科教育等の

支援に関する研究」（平成22年）においては，学びの

過程の困難さについて「聞く」「話す」「読む」など

に分けて整理し，「個人チェック票」や「支援の手立

てリスト」を作成している。領域に分けることで，

学びの特性から支援の手立てとして参考となる内容

を見付けることができるようになっている。 

これらのことから，各校種及び各教科等で示され

ている「困難さに応じた指導の工夫」について，「聞

く」「書く」などの学習活動ごとに，困難さ，指導の

工夫の意図，手立てを整理していくことで，個々の

生徒の教育的ニーズに応じた指導の工夫をしていく

ことができると考える。 

(2) 社会科における「困難さに応じた指導の工夫」

の整理 

中尾教子（2018）は，新学習指導要領における学

習過程を小学校の国語科・算数科・社会科・理科で

比較した結果について，概ね次の四つの段階に分か

れると述べている。 
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（1）課題を把握する段階 
（2）課題を追究する段階 
（3）課題を解決する段階 
（4）振り返って新たな課題に向かう段階 

四つの学習過程 

 

「社会編」では，課題を追究したり解決したりす

る活動を通して資質・能力を育成することとし，「そ

こでは，主体的・対話的で深い学びが実現されるよ

う，生徒が社会的事象等から学習課題を見いだし，

課題解決の見通しをもって他者と協働的に追究し，

追究結果をまとめ，自分の学びを振り返ったり新た

な問いを見いだしたりする方向で充実を図っていく

ことが大切である。」13）と示されている。 

このことから，社会科の学習過程に沿って「困難

さに応じた指導の工夫」を整理することで他教科の

学習にも活用できると考える。 

(3) 他教科等での活用 

塩川真弓・中山充雄（平成29年）は，特別支援学

級の教育課程編成について困っていることのアンケ

ート結果について，中学校で多かった回答は「職員

間の連携・支援体制」「個に応じた教育課程の編成」

「教育的ニーズに応じた指導や支援」となっている

と述べている。 

所属校においても，自閉症・情緒障害特別支援学

級に在籍する生徒について，教科担当者間での指導・

支援に関する情報を共有することが難しく，個々の

生徒に対しての一貫した指導・支援に課題がある。 

これらのことから，社会科の学習の過程に沿って

整理した「困難さに応じた指導の工夫」を，さらに，

自閉症の特性から考えられる困難さに応じたものに

することで，どの教科においても一貫した手立てを

行うことにつながると考える。 

(4) 自立活動と「困難さに応じた指導の工夫」の具

現化 

田中裕一・中村大介（2020）は，自閉症・情緒障

害特別支援学級の対象となる児童生徒に対する指導

について，自閉症やそれに類するものによる適応不

全の改善を目指すことが中心となり，円滑に集団に

適応していくことなどができるようにするために，

多様な状態に応じた指導が大切であると述べてい

る。 

青山新吾（2020）は，自閉症・情緒障害特別支援

学級における教科指導と自立活動の内容と指導の工

夫について，各教科と自立活動の指導を密接に関連

付ける工夫が必要であり，その工夫が自閉症・情緒

障害特別支援学級ならではの各教科の授業につなが

っていくと述べている。教科の授業での，学びの見

通しをもった学習の工夫は，教科の目標を達成する

と同時に，環境の把握や心理的な安定を中心とする

自立活動の指導としても機能すると考えられること

を例に挙げ，各教科の授業と自立活動の「融合」の

工夫は不可欠であると述べている。 

これらのことから，自閉症・情緒障害特別支援学

級における指導について，生徒の個々の実態に応じ

て，各教科と自立活動の指導を密接に関連付ける場

を設定することなどが重要であると考える。 

 このように，３(1)(2)で述べた，「困難さに応じた

指導の工夫」を整理したものを基に，３(3)のように，

各教科等においてそれを具現化し授業に取り入れる

ことで，生徒は,自立活動の時間で学習した，自分に

とって学習しやすい環境を認識することができると

考える。さらに，生徒は自分が学びにくい環境に対

して，各教科担当者に環境の調整を依頼することの

大切さを実感することもでき，生徒自身が活動しや

すいように環境や状況を判断したり調整したりする

力を高めることができると考える。 

 

Ⅲ 研究の仮説 

自己理解を深める自立活動と新学習指導要領にお

ける「困難さに応じた指導の工夫」を具現化した指

導・支援を行えば，生徒自身が自分の特性を理解し，

自分が活動しやすいように環境や状況に対する判断

や調整をする力を育むことができるだろう。 

 

Ⅳ 研究の内容及び方法 

 

１ 研究の計画 

 本研究では，次のことを実施する。 

 

・新学習指導要領における「『困難さに応じた指導の手立
て』表(試案)」の作成 

・自立活動と各教科等との関連を図る指導計画の作成 
・自立活動及び関連する他教科等の授業の実施 

研究の計画 

 

２ 「『困難さに応じた指導の手立て』表（試案）」

の作成  

(1）学習活動に応じた整理 

 小学校及び中学校学習指導要領（平成29年告示）

解説の各教科等に示されている全ての「困難さに応

じた指導の工夫」を参考に，それぞれの困難さが主

にどのような学習活動において見られるのかという

視点で，関連するものをまとめた。このことから，
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同じような困難さであっても，指導上の工夫の意図

により手立てが違うことに注目でき，安易に手立て

を選択するのではなく，どのような意図で指導上の

工夫を行っていくのかについてより意識することに

つながると考える。学習活動における困難さとして

整理したもの（一部抜粋）を表１に示す。 

表１ 「困難さに応じた指導の手立て」表（各教科の学習に関連するもの）（試案）（一部抜粋） 

 
 

(2) 社会科の学習の過程に応じた整理 

「28年答申」別添資料３－６及び「社会編」では，

社会科における学習過程の例が示されている。これ

らを基に「課題把握」「課題追究」「課題解決・新た

な課題」の段階で学習過程のイメージを整理した。

資質・能力の育成や目標の実現を目指した指導を構 

 

成していくために，２(1)で整理したものから，社会

科の学習過程の中で考えられる困難さを選び，まと

めていく。学習過程の例を図１に，社会科の学習に

関連する「困難さに応じた指導の手立て」（一部抜粋）

を次頁表２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 社会科における学習過程のイメージ（「28 年答申」別添資料３－６，「社会編」を基に稿者が整理したもの） 

課題追究 

情報収集 考察・構想 

○予想や仮説の検証
に向けて調べる 

・学校外での観察や

調査などを通して
調べる 

・様々な種類の資料

を活用して調べる 
・他の児童生徒と情
報を交換する 

○社会的事象等の意味や意
義，特色や相互の関連を
考察する 

・多面的・多角的に考察す 
 る 
・話し合う（討論等） 

○社会にみられる課題を把
握して解決に向けて構想
する 

・複数の立場や意見を踏ま
えて解決に向けて選択・
判断する 

 

課題把握 

動機付け 方向付け 

○学習課題を設定す

る 
・社会的事象等を知
る 

・気付きや疑問を出
し合う 

・課題意識を醸成す

る 
・学習課題を設定す
る 

○課題解決の見通し

をもつ 
・予想や仮説を立て
る 

・調査方法，追究方
法を吟味する 

・学習計画を立て 

 る 
 
 

 
 

 

課題解決・新たな課題 

まとめ 振り返り 

○考察したことや構

想したことをまと
める 

・学習課題を振り返

って結論をまとめ
る 

・結論について他の

児童生徒と話し合
う 

・学習課題について

レポートなどにま
とめる 

○学習を振り返って

考察する 
・自分の調べ方や学
び方，結果を振り

返る 
・学習成果を学校外
の他者に伝える 

・新たな問い（課
題）を見いだした
り追究したりする 

 

学習活動 困難さの状態 指導の工夫の意図 手立て 記載教科等

方向付けの場面において，予想を立
てることが困難である。

見通しをもてるようにする。
ヒントになる事実をカード等に整理して示し，学習順
序を考えられるようにする。

情報収集や考察，まとめの場面にお
いて，考える際の視点や観点を定め
ることが難しい。

見本やヒントを示したワークシートを用意する。

考える項目や順序を示したプリントを準備する。

事前に自分の考えたことを言葉や動作で表現してから
文章を書かせるようにする。

様々な事象を調べたり，得られた情
報をまとめたりすることが困難であ
る。

必要な事象や情報を選択して整理で
きるようにする。

着目する点や調べる内容，まとめる手順や調べ方につ
いて具体的に提示する。

様々な情報の中から，必要な事柄を
選択して比べることが難しい。

具体的なイメージをもって比較する
ことができるようにする。

比べる視点の焦点を明確にしたり，より具体化して提
示したりする。

データを目的に応じてグラフに表す
ことが難しい。

目的に応じたグラフの表し方がある
ことを理解したり，よりよい表し方
に気付いたりできるようにする。

同じデータについて折れ線グラフの縦軸の幅を変えた
グラフに表したり，棒グラフや折れ線グラフ，帯グラ
フなど違うグラフに表したりして見比べる。

算数

新たなプログラムを設計することが
難しい。

生徒が考えやすいようにする。

あらかじめ用意した幾つかの見本となるプログラムを
データとして準備し，一部を自分なりに改良できるよ
うにするなど，難易度の調整や，段階的な指導をす
る。

技術・家庭

音楽を聴くことによって自分の内面
に生まれる様々なイメージや感情を
言語化することが難しい。

表現したい言葉を思い出すきっかけ
となるようにする。

イメージや感情を表す形容詞などのキーワードを示
し，選択できるようにする。

音楽(中)

書く
比較的長い文章を書くなど，一定量
の文字を書くことが難しい。

文字を書く負担を軽減する。
手書きだけではなく，ＩＣＴ機器を使って文章を書く
ことができるようにする。

国語(中)

予想する・
調べる・
推論する・
比べる・
まとめる

社会

自分の経験を文章にしたり，考えを
まとめたりすることが困難である。

どのように考えればよいのか，具体
的なイメージを想起しやすいように
する。

生活

総合的な
学習の
時間
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表２ 「困難さに応じた指導の手立て」表（社会科の学習に関連するもの）（試案）（一部抜粋） 

（①課題把握 ②課題追究 ③課題解決・新たな課題を示し，当てはまる部分を で示す。） 

 

(3) 自閉症の特性に応じた指導の整理 

田中裕一（平成29年）は，「手立ての内容は，あく

までも例示であり，幼児児童生徒一人一人の障害の

状態や特性，心身の発達の段階等の実態把握や学習

状況を踏まえ，困難さの状態を把握し，必要な手立

てを考え，工夫していくことが重要である。」14）と述

べている。 

そこで，生徒の実態から指導の工夫の意図に応じ

て様々な手立てが検討できるよう，「自立活動編」を

参考に，自閉症の特性から考えられる困難さに関す

る項目を選んだ。さらに，具体的な手立てを追加し

て，「困難さに応じた指導の手立て表」（社会科の学

習及び自閉症の特性に関連するもの）（試案）（以下

「自閉症の特性に関連する指導の手立て表」とす

る。）を作成した(1)。追加した手立ての一部を次に示

す。 

 
・大切な箇所を枠囲みするなどして分かりやすく示す。 
・図等を使って因果関係を分かりやすく説明する。 
・書く作業を減らせるように，ワークシートを構成する。 
・板書計画のメモを活用して，写したり，ノートに貼った
りしてよいことにする。 

・そのまま書き写せば，分かりやすいノートになるような 
板書の書式にする。 

・書く分量を調整する。 

追加した手立ての一部 

 

 

３ チェックリストの作成 

「自閉症の特性に関連する指導の手立て表」を基

に対象生徒の実態に応じた指導の手立てを選定する

ために「自分を知り，なりたい姿を目指そう」チェ

ックリスト（試案）（以下，「チェックリスト」とす

る。）を作成した。 

この「チェックリスト」は，「自閉症の特性に関連

する指導の手立て表」の手立ての部分を生徒に分か

りやすい表現で示したものである。生徒は，「支援し

てほしいもの」「支援してもらっているもの」「自分

自身で工夫しているもの」について回答する。また，

教科担当者は，同じ「チェックリスト」について，

対象生徒に「必要な支援だと思うもの」「今，支援し

ているもの」「今後，支援できるもの」について回答

する。チェックがついたものを照らし合わせること

で，より個に応じた手立てを選定することができる

と考える。 

また，「チェックリスト」の生徒の回答結果と教科

担当者の回答結果を比較することで，本人の思いと

周囲の認識の違いから自己理解を深める自立活動の

学習内容に生かすことができると考える。さらに，

教科担当者には，対象生徒に必要な支援を知らせる

ことができると考える。作成した生徒用の「チェッ

クリスト」の項目を次頁図２に示す。 

  

① ② ③

方向付けの場面において，予想を立て
ることが難しい。

見通しをもてるようにする。
ヒントになる事実をカード等に整理して示し，学習順序
を考えられるようにする。

情報収集や考察，まとめの場面におい
て，考える際の視点や観点を定めるこ
とが難しい。

見本やヒントを示したワークシートを用意する。

考える項目や順序を示したプリントを準備する。

事前に自分の考えたことを言葉や動作で表現してから文
章を書かせるようにする。

様々な事象を調べたり，得られた情報
をまとめたりすることが困難である。

必要な事象や情報を選択して整理できるよ
うにする。

着目する点や調べる内容，まとめる手順や調べ方につい
て具体的に提示する。

様々な情報の中から，必要な事柄を選
択して比べることが難しい。

具体的なイメージをもって比較することが
できるようにする。

比べる視点の焦点を明確にしたり，より具体化して提示
したりする。

データを目的に応じてグラフに表すこ
とが難しい。

目的に応じたグラフの表し方があることを
理解したり，よりよい表し方に気付いたり
できるようにする。

同じデータについて折れ線グラフの縦軸の幅を変えたグ
ラフに表したり，棒グラフや折れ線グラフ，帯グラフな
ど違うグラフに表したりして見比べる。

書く
比較的長い文章を書くなど，一定量の
文字を書くことが難しい。

文字を書く負担を軽減する。
手書きだけではなく，ＩＣＴ機器を使って文章を書くこ
とができるようにする。

学習過程
学習活動 困難さの状態 指導の工夫の意図 手立て

予想する・
調べる・
推論する・
比べる・
まとめる

自分の経験を文章にしたり，考えをま
とめたりすることが困難である。

どのように考えればよいのか，具体的なイ
メージを想起しやすいようにする。
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図２ 「チェックリスト」の項目 

 

Ⅴ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表３に示す。 

 
表３ 検証の視点と方法 

 検証の視点 検証の方法 

１ 

生徒自身が，活動し
やすいような環境や状
況を判断することがで
きたか。 

〇「チェックリスト」 
（生徒・教科担当者） 

〇授業における生徒の発
言・振り返り等 

２ 

生徒自身が，活動し
やすいように環境や状
況を調整することがで
きたか。 

〇事前，事後アンケート
（生徒・教科担当者） 

〇授業における生徒の発
言・振り返り等 

〇行動観察 

 アンケートについては，「チェックリスト」実施時

に，必要な支援，取り組みたいこと及びできるよう

になったこと等について自由記述で回答後，聞き取

りを行うものとする。 

 

Ⅵ 「チェックリスト」の実施及び研究授業 

 

１ 「チェックリスト」の実施 

〇 調査日  

・事前調査 令和２年９月 25日 

・事後調査 令和２年 12月９日 

学習活動

1 活動の流れを黒板に書いてほしい。

2 正確に聞き取れるように一度に一つの指示にしてほしい。

3
紙やホワイトボードに書いたものを提示して発表するなど，多様な表現方法を選べるよう
にしてほしい。

4 選択肢があると発表しやすい。

5
しぐさ，あいづち，アイコンタクトや自分を認めてくれるような言葉遣いがあると安心し
て発表できる。

6 友だちと同じ意見も賛成の意見として発言してもよいことにしてほしい。

7 事前に発言や質問する際のタイミングなどについて具体的に教えてほしい。

8 発表する内容について紙面に整理し，その紙面を見ながら発表できるようにしてほしい。

9 ＩＣＴ機器（電子黒板やタブレット）を使った発表をしたい。

10 必要な情報を大きく示してほしい。

11 理解を助ける挿絵等がほしい。

12 写真などの資料や質問を工夫してほしい。

13 注目するところをカードにしたり色分けしたりしてほしい。

14 役割を交代して動作化や劇化して相手の気持ちを考えさせてほしい。

15 分かりやすい場面に置き換えて示してほしい。

16 人の心情はイラスト等で視覚的に示してほしい。

17 相手の言葉や表情などから，相手の意図を推測する学習をしてほしい。

E. 見たり読んだり
してイメージ化す
るとき

18
抽象的な言葉は興味・関心や生活経験に関連させて，習った言葉や分かる言葉に置き換え
てほしい。

19 観察するポイントを示してほしい。

20 ＩＣＴ教材を使いたい。

21
予想を立てるときは，学習順序を考えるためにヒントになる事実をカード等に整理してほ
しい。

22
考えるときの視点や観点を定めるときは，見本やヒントを示したワークシートを用意して
ほしい。

23
考えるときの視点や観点を定めるときは，大切な箇所を枠囲みするなどして分かりやすく
示してほしい。

24
考えるときの視点や観点を定めるときは，図等を使って因果関係を分かりやすく説明して
ほしい。

25
経験を文章にしたり，考えをまとめたりするときは，考える項目や順序を示したプリント
がほしい。

26
経験を文章にしたり，考えをまとめたりするときは，事前に自分の考えたことを言葉や動
作で表現したい。

27
物事を調べたり，情報をまとめたりするときは，着目する点や調べる内容，まとめる手順
や調べ方について具体的に示してほしい。

28
様々な情報の中から必要なものを選択して比べるときは，比べる視点を明確にしたり，よ
り具体的に提示したりしてほしい。

29 手書きだけではなく，ＩＣＴ機器を使って文章を書きたい。

30 書く作業量を減らせるような，ワークシートを作ってほしい。

31 板書計画のメモを写したりノートに貼ったりしてよいことにしてほしい。

32 そのまま書き写せば，分かりやすいノートになるような板書にしてほしい。

33 書く分量を調整してほしい。

G.予想する・
調べる・
推論する・
比べる・
まとめるとき

H.書くとき

C.情報を読み
取るとき

D.視点を変え
たり感情を読
み取ったりす
るとき

F. 観察する
とき

手立て

A. 聞くとき

B.声に出して
発表するとき

学習活動

I. 振り返りを
するとき

34
学習してきた内容を文章やイラスト，写真等で視覚的に示すなどして，思い出すための手
掛かりを得られるようにしてほしい。

35 きまりについて，時と場合に応じて具体的に教えてほしい。

36 準備や役割分担を視覚的に知りたい。

37 できる役割から段階的に取り組ませてほしい。

38 他の生徒と協力する具体的な内容を明確にして役割分担したい。

39 役割が実行できたかを振り返る時間がほしい。

40 グループ編成に配慮してほしい。

41 ルールを具体的に文章に示してほしい。

42 感情のコントロールのため，事前に見通しを立てるようにしてほしい。

43
感情のコントロールのため，勝ったときや負けたとき等の感情の表し方について事前に確
認したい。

44
思い通りにならないときの感情のコントロールする方法を考え，対応を事前に一緒に確認
しておきたい。

45 勝ち負けへの抵抗感を和らげる方法を教えてほしい。

46 約束や注意点，手順等を視覚的に捉えられる掲示物やカードで示してほしい。

47 体感できる教材・教具を使いたい。

48 授業を短いまとまりに分けてほしい。

49
特別活動などと関連させたり，具体的な体験や作業，実際的な体験を取り入れたりしてほ
しい。

50 安心して学習できるよう，学習の順序を分かりやすく説明してほしい。

51 現在関心をもっていることと関連させてほしい。

52 学習で使用する道具や材料は必要最小限にしてほしい。

53 整理・整頓された学習環境で学習したい。

54 授業前に明るさなどの刺激の量を調整したい。

55 座席に配慮してほしい。

56 活動時間は「○分間」や「○分まで」のように具体的に示してほしい。

57 練習問題等は，異なる難易度から自分にあった課題を選べるようにしてほしい。

58 答えを間違えても，考え方など良かったところを評価してほしい。

59 活動の始めと終わりをはっきりしてほしい。

60 あらかじめ話し合って，達成可能な目標を設定したい。

61 挑戦することを認め合う雰囲気にしてほしい。

62 ルールを場合によっては変更できるようにしてほしい。

63 場面設定を簡単にしてほしい。

64 実習の手順や方法を視覚的に示してほしい。

65 一つ一つの技能を個別に教えてほしい。

M.学習に集中
するため

Ｎ.新しい
学習のとき

K. 感情のコン
トロールにつ
いて

L.学習への関
心をもつため

手立て

Ｊ.人と一緒に
活動する
とき



- 8 - 

〇 対 象 自閉症・情緒障害特別支援学級 

      第３学年 生徒 1名 

   教科担当者 10名 

〇 生徒の実態 対象生徒の実態を次に示す。 

 
・自閉スペクトラム症がある。 
・見えづらさがあり，明るさや見る角度を自分なりに調整
しているが，図形はゆがんで見える。 

・書くことに時間が掛かるので，ノートにまとめる分量に
ついて，教科担当者の調整が必要である。 

・宿題などの課題がたまってしまう。 
生徒の実態 

 

〇 「チェックリスト」（事前調査）の回答 

生徒が自分にとって必要で「支援してほしい」と

回答した手立ては65項目中36項目であり，学習をす

るときに不自由さを感じていることが分かった。回

答は，「Ｂ.声に出して発表するとき」「Ｇ.予想する・

調べる・推論する・比べる・まとめるとき」「Ｈ.書

くとき」「Ｊ.人と一緒に活動するとき」「Ｍ.学習に

集中するため」に多く見られた。生徒は，ＩＣＴ機

器の使用など，多様な表現手段を試したいと思って

いることが分かった。 

また，生徒は自由記述で，「自分の意見や思いをち

ゃんと他の人に伝えられるように少し手伝ってほし

い。」と答えた。聞き取りをしたところ，自分の内面

にある思いや考えを適切な言葉で人に伝えることや

伝え方を判断することに困難さを感じており，「自分

の意見を正しく伝えられるようになりたい。」という 

 

思いをもっていることが分かった。 

教科担当者においては，半数以上が回答した項目

を調べたところ，65項目中22項目で半数以上の教科

担当者が「支援している」と回答した。 

 

２ 研究授業の実施 

(1) 研究授業の概要 

〇  期 間 令和２年 10月 20日～12月２日 

○  対 象 自閉症・情緒障害特別支援学級 

第３学年 生徒 1名 

○  教科等 自立活動 

○  題材名 「自分を知り，なりたい姿を目指そう」 

○  目 標 

・自分のことについて様々な面から振り返ったり，

他者からみた自己の特性との相違点を整理した

りすることで，自己理解を深める。…(ア) 

・自分の特性を理解して，自分の困難さを補う方 

法を「チェックリスト」を参考に，他者と相談

しながら考えて試すことで，環境を調整する良

さに気付く。…(イ) 

・設定した場において環境や状況を調整する力を

身に付け，他の場面でも環境や状況を調整して

いこうとする意欲を養う。…(ウ) 

〇 指導計画（全７時間） 

指導計画を図３に示す。 

 

 

次 時 指導内容 目標 

一 
１ 

「自分のことをよく知ろう」 
・自分の「チェックリスト」結果と，教科担当者の結
果を見て，他者評価とのずれを整理して，自己理解
を深める。 

(ア) 

２ 

「伝える工夫を試してみよう」 
・「自分の考えを整理して伝える」ことを助ける具体
的な方法を知り，使ってみる。   

(ア) 
(イ) 

３ 

「まとめる工夫を試してみよう」 
・学びやすいツールを知り，試してみる。 

(イ) 
(ウ) 

二 

４ 

「学んだことを家庭学習に活用してみよう」 
・家庭学習に活用できそうな手立てを「チェックリス
ト」を参考に選び，学習計画を立てる。 

(ア) 
(イ) 

５ 

「学びやすい環境を依頼して整えよう①」 
・他教科で調整してもらえそうなものはないか考え
て，具体的な提案内容を決め，相談する手順を確認
する。 

(イ) 
(ウ) 

６ 

「学びやすい環境を依頼して整えよう②」 
・他教科で調整してもらえそうなものはないか考え
て，具体的な提案内容を決め，ロールプレイ等で依
頼の練習をする。 

(ア) 
(イ) 
(ウ) 

三 ７ 

「私をコーディネートしよう」 
・調整をしていく良さを振り返り，今後も必要に応じ
て調整するために「私の調整の方法」ガイドブック
としてまとめる。 

(ア) 
(ウ) 

 
図３ 指導計画 

関連する教科等  
＊目標（自立活動で関連があるもの） 

 

  

社会科（公民的分野）＊目標（ア）  

  

社会科（公民的分野）＊目標（イ）  

  

家庭学習 
 

  

帰りの会 ＊目標（ウ）  

  

国語科 ＊目標（イ）  

  

帰りの会 ＊目標（ウ）  

  

外国語科 ＊目標（ア）（ウ）   

  

他の場面での活用 
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(2) 自立活動の授業及び教科等との関連の実際 

第一次は，生徒自身が活動しやすいような環境や

状況を判断させるために，まず，自立活動の学習で

は，自己理解を深めさせた。「チェックリスト」の回

答内容を「ジョハリの窓」を使って整理させ，「本人

の回答」と「教師の回答」が一致しなかったものか

ら，「自分が感じている自己」だけではない自己の姿

に気付かせた。また，生徒が「支援してほしい」と

回答した手立てを中心に社会科の授業で具現化し，

生徒に学びやすい状況であったかを振り返らせた。

さらに，生徒自身が身に付けてしまえば自分で工夫

できるような手立てについては自立活動の時間で扱

った。 

第二次は，生徒自身が活動しやすいように環境や

状況を調整することを促すために，第一次で学習し

たことを意図的に活用させていく機会として，始め

に「定期テストにむけての家庭学習」を設定した。

「チェックリスト」から自分自身の学び方として工

夫できるものを指導者と話し合って選択させ，試さ

せることで，自分に合った学び方をすれば学習しや

すいことを実感させた。次に，自分の学びやすい環

境を社会科以外でも求めていけるように，他者への

相談スキルをロールプレイで確認させた。そして，

国語科と外国語科の教科担当者に学びやすい環境に

ついて相談させ，教科の授業で実践し，実践後に振

り返りをさせた。 

第一次・第二次を通して，生徒自身が克服したい

課題としている「自分の思いを適切に表現する」こ

とに関連させて，自立活動の時間では，毎時間の終

末時に「学習のまとめ」をパソコンで作成させた。

感想や学習内容を文字入力させたり，写真データを

貼り付けさせたりした。また，「チェックリスト」か

ら，生徒が「支援してほしい」と回答したものを中

心に抜粋して一枚の用紙にまとめ，学習の進め方に

困ったときにすぐ見ることができるようにした。 

第三次は，第一次・第二次で毎時間入力した「学

習のまとめ」を使って，これまでの学習を振り返ら

せ，冊子を作成させた。 

 

Ⅶ 授業の結果と考察 

 

１ 生徒自身が活動しやすいような環境や状況を判

断することができたか 

(1) 「チェックリスト」回答の変容 

 対象生徒の「チェックリスト」の結果について集 

計した。「支援してほしい」と回答した学習活動につ 

いて表４に示す。 

  
表４ 「支援してほしい」と回答した学習活動 

学習活動 事前 事後 差 

Ａ.聞くとき １/２項目 ２/２項目 ＋１ 

Ｂ.声に出して発表するとき ５/７項目 ６/７項目 ＋１ 

Ｃ.情報を読み取るとき ２/４項目 １/４項目 －１ 

Ｄ.視点を変えたり感情を読み 
取ったりするとき 

２/４項目 １/４項目 －１ 

Ｅ.見たり読んだりしてイメ 
ージ化するとき 

０/１項目 １/１項目 ＋１ 

Ｆ.観察するとき ２/２項目 ２/２項目 ±０ 

Ｇ.予想する･調べる･推論す
る･比べる･まとめるとき ４/８項目 ７/８項目 ＋３ 

Ｈ.書くとき ５/５項目 ５/５項目 ±０ 

Ｉ.振り返りをするとき １/１項目 １/１項目 ±０ 

Ｊ.人と一緒に活動するとき ４/７項目 ５/７項目 ＋１ 

Ｋ.感情のコントロールにつ 
いて 

０/４項目 ０/４項目 ±０ 

Ｌ.学習への関心をもつため ２/６項目 ６/６項目 ＋４ 

Ｍ.学習に集中するため ７/９項目 ７/９項目 ±０ 

Ｎ.新しい学習のとき １/５項目 ４/５項目 ＋３ 

 

事後の「チェックリスト」では，生徒自身が「支 

援してほしい」と回答した項目は36項目から48項目 

に増えた。「支援してほしい」と回答した項目を，学 

習活動別にみると，事前に多かったＢ，Ｇ，Ｈ，Ｊ， 

Ｍに関する回答に加えて，事後では，Ｌ，Ｎへの回 

答も増加した。これは事前に多かった，Ｂ，Ｇ，Ｈ， 

Ｍに関する手立てを社会科の授業で具現化し，Ｊに 

ついては，学習形態上，社会科の授業では取り入れ 

ることができなかったため，自立活動の時間で扱い， 

生徒自身に学習しやすい方法を考えさせたことによ 

り，生徒に，どのような環境や状況であれば学習し 

やすいのか理解させることができたからだと考える。 

さらに，学習そのものへの意欲を高めさせることが

でき，Ｌ，Ｎの項目の回答が増えたと考える。 

「支援してほしい」と回答をしなくなった項目に

ついて表５に示す。（小計に差がないＭや小計上では

増加しているＪの内容も含む。） 
  

表５ 「支援してほしい」と回答しなくなったもの 
項目 理由 

・必要な情報を大きく示して
してほしい。（Ｃ） 

・「自分で工夫している」の
欄に回答。 

・分かりやすい場面に置き換
えて示してほしい。（Ｄ） 

・「自分なりにやり方が分か
ったから。」と説明。 

・考えるときの視点や観点を
定めるときは，図等を使っ
て因果関係を分かりやすく
説明してほしい。（Ｇ） 

・「この工夫よりも，『見本や
ヒントを示したワークシ
ートを用意する』や『大切
な箇所を枠囲みしてもら
う』が自分に合っていると
思う。」と説明。 
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・グループ編成に配慮してほ
しい。（Ｊ） 

・「自分で工夫している」の
欄に回答。 

・授業前に明るさなどの刺激
の量を調整したい。（Ｍ） 

・「自分で工夫している」の
欄に回答。 

・座席に配慮してほしい。
（Ｍ） 

・「支援してもらわなくても
自分で相談できるように
なったから。」と説明。 

（（ ）は「チェックリスト」の学習活動を示す。以下，同様。） 

 

 「自分で解決できる。」と生徒が判断した項目につ

いては，「支援する回数が減ったと思う。」との気付

きが教科担当者（数学科）からあった。座席の配置

などは，交流及び共同学習の授業で実際に相談をし

ている姿も見られた。これは，自立活動の時間で毎

回作成させた「学習のまとめ」を随時読み返させた

り，自分が実践してみた工夫を振り返らせたりした

ことで，現在の状態を踏まえた自分の姿の判断につ

ながったためと考える。 

 次に，生徒が「支援してもらっている」と回答し

たものについて表６に示す。 
 

表６ 「支援してもらっている」と回答したもの 

学習活動 事前 事後 差 

Ａ.聞くとき ０/２項目 ２/２項目 ＋２ 

Ｂ.声に出して発表するとき ０/７項目 １/７項目 ＋１ 

Ｆ.観察するとき ０/２項目 １/２項目 ＋１ 

Ｇ.予想する･調べる･推論す
る･比べる･まとめるとき 

１/８項目 １/８項目 ±０ 

Ｈ.書くとき ２/５項目 ４/５項目 ＋２ 

Ｊ.人と一緒に活動するとき １/７項目 ２/７項目 ＋１ 

Ｌ.学習への関心をもつため １/６項目 ３/６項目 ＋２ 

Ｍ.学習に集中するため ０/９項目 ４/９項目 ＋４ 

Ｎ.新しい学習のとき ０/５項目 ４/５項目 ＋４ 

 

「支援してもらっている」の回答については，５

項目から22項目に増加した。これは，自分にとって

学びやすい状況について，指導者と共に各教科の授

業の様子について振り返らせたことで，社会科以外

の学習においても，支援してもらっている場面につ

いて具体的に気付かせることができたと考える。特

に，事前調査時から「支援してほしい」の回答が多

く，事後調査で「支援してもらっている」の回答が

増加した活動Ｍについて，聞き取りを行い，生徒の

認識を確認した。その結果を表７に示す。 
 

表７ 「支援してもらっている」に変容した「Ｍ.学習に 
集中するため」の項目に対する生徒の発言 
チェックリストの項目 生徒の発言 

52 
学習で使用する道具や
材料は必要最小限にし
てほしい。 

・ごちゃごちゃしない方が
集中できると思う。 

53 
整理・整頓された学習
環境で学習したい。 

・プリントを整理するよう
声を掛けてもらって，自分
でも気を付けようと思う。 

56 

活動時間は「○分間」や
「○分まで」のように
具体的に示してほし
い。 

・時間を意識するためだっ
たと分かった。 

60 
あらかじめ話し合っ
て，達成可能な目標を
設定したい。 

・自分のためになるのは何
かを考えられる。 

 

「時間を意識するためだったと分かった。」など，

自分にとっての必要性と結び付けて，発言している

ことが分かる。これらの発言から，「支援してもらっ

ている」の項目が増えたことは，生徒が，自分にと

って必要な支援を認識していることであり，自分に

とって学びやすい状態を判断できていることだと考

えられる。 

これらのことから，生徒は自分に必要な環境や状

況を判断する力が高まったと考える。 

(2) 授業における生徒の発言・振り返りなど 

ア 自立活動の時間における取組による変容 

自分の思いをまとめて伝える方法に取り組んだ際

の発言等の変容を表８に示す。  
 

表８ 自分の思いをまとめて伝える方法に取り組んだ際 
の生徒の様子・発言の変容 

 取組前 取組後 

様
子 

自分の好きな本を紹介
する説明文が，途中まで
しか書けなかった。 
 

社会科の授業では，自
分の考えについてキーワ
ード化しながら，文章を
記述した。 

発
言 

「思っていることが，沢
山ありすぎて，言葉が選
べない。」 

「今度困ったら，キーワ
ードを決めて箇条書きに
したらいい。」 

 

生徒は，「キーワードを決める」など自分にとって

の「考えをまとめて伝える方法」を確認することが

できた。これは，自立活動の時間に，「本の紹介文」

を作成する学習の中で，生徒が難しいと感じている

まとめることや相手に伝えることについて，指導者

が「チェックリスト」「Ｇ.予想する･調べる･推論す

る･比べる･まとめるとき」「Ｈ.書くとき」を参考に

表９に示すような支援を行ったことが有効であった

からと考える。 
 

表９ 教師による具体的な支援 
学習活動 支援 

Ｇ.予想する･調べ

る・推論する･比
べる･まとめると
き 

・伝えたいことをキーワードとして厳選 
 させる。 
・手順を「文章のまとめ方」として整理さ
せ，他の場面で活用できるようにする。 

Ｈ.書くとき 
・キーワードをパソコンに入力させて適
切な言葉か吟味させる。 

 

 生徒は，自分の思いをまとめて伝える方法につい
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てまとめ，このような学習を通して，自分にとって

学びやすい方法を理解することができた。そのこと

が，社会科において自分の考えをまとめさせること

につながったと考える。 

ＩＣＴ機器の使用についての発言の変容を表10に

示す。 
 

表10 ＩＣＴ機器の使用に関する生徒の発言の変容 
 取組前 取組後 

発
言 

「手書きだと，何度
も消したり書いた
りするのが面倒だ
からＩＣＴ機器を
使いたい。」 

「私がパソコンを使いたいの
は，自分の言葉を無駄なく相
手に伝えるため。パソコンを
使うことで，適切な言葉を選
ぶということに集中できる。」 

 

授業前，生徒は，「チェックリスト」から，ＩＣＴ

機器を使ってみたいと考えていたが，自分にとって

の必要性まで説明できなかった。しかし，自己の特

性について，認識を深めたり新たな気付きを得たり

することができるようになった発言に変容した。こ

れは，自立活動の時間で，自分の知識や思いを言葉

にして，指導者とともに振り返って意味付けしたた

めであると考える。具体的な支援を表11に示す。 
 

表11 教師による具体的な支援 
学習活動 支援 

Ｄ.視点を変えた
り感情を読み取
ったりするとき 

・「面倒だから」では,自分の状態は伝わら
ないことをロールプレイで考えさせた。 

Ｈ.書くとき 
・生徒が困っている内容について理解を
深めさせた。 

 

イ 社会科の時間における取組による変容 

次に，社会科の授業で具現化した主な支援とその

支援について自立活動の時間に振り返らせたときの

内容を表12に示す。 

 
表12 社会科の授業で具現化した主な支援と生徒の振り 

返り 
学習活動 具現化した主な支援 生徒の振り返り 

Ｂ.声に出
して発
表する
とき 

・考えが正しく伝わる
ように，事前にメモを
させたり，発表方法を
選ばせたりする。 

・メモを基に発表した
ので言いやすくなっ
た。 

Ｇ.予想する

･調べる･

推論する･

比べる･ま

とめると

き 

・考えを整理させるた
めに，キーワードに線
を引く，矢印で言葉を
つなぐなど文章を作
る具体的な方法を示
す。 

・「キーワード」「箇条書
き」「矢印」が活用で
きる。自分で考えた手
順は，社会科でも参考
にできた。他の場面で
も使えそう。 

Ｈ.書くと 
 き 

・書く負担を減らすた
めに，ワークシートを
作ったり，板書内容を
精選したりする。 

・スライドの資料をノ
ートに貼り必要なこ
とを書きこめたこと
が良かった。 

Ｍ.学習に
集中す
るため 

・見えやすくさせるた
めに，光の量や黒板の
見え方を事前に調整
するよう声掛けをす
る。 

・見え方は自分でも調
整するようにしてい
る。 
 

支援することで「学びやすくなった。」「次回も活

用したい。」のように自分に合わない環境や状況にお

いて，自分が必要としているものが理解できるよう

になった。これは，支援する際，その意図を生徒に

伝え，後の自立活動の時間において，授業の写真を

提示してそれらの支援を視覚的に振り返らせ，自分

に役に立ったか評価させたためであると考える。 

ウ 授業全体の取組における変容  

 授業全体を通じた変容として，教科担当者が行っ

ている支援に対する生徒の発言の変容を表13に示す。 
 

表13 教科担当者の支援に対する生徒の発言の変容 
 取組前 取組後 

発
言 

「『学習の順序を分か
りやすく説明する』こ
とと学びやすさの関
係があるように思え
ない。なくてもいい。」 

「やることの全体が分かっ
た方が課題に取り組みやす
かった。だから先生は授業
の始めに『今日の流れ』を書
いてくれているんだ。」 

 

必要性を感じていなかった教師の支援について，

その意図と支援があることによって学びやすくなっ

たことを理解した。これは，研究授業開始時，教師

の支援の意図を説明しても，自分への必要性や学び

やすさに否定的だったものについて，「チェックリス

ト」の手立てを参考に，研究授業全体を通じて表14

に示す支援を行ったことが有効だったと考える。 
 

表14 教師による具体的な支援 
学習活動 支援 

Ａ.聞くとき ・活動の流れを視覚的に提示する。 
Ｍ.学習に集中す
るため 

・話し合って目標設定や時間設定をする。 

 

学習の全体像を意識させて主体的に目標などを設

定させるようにしたことで，学習に見通しをもつこ

とで学びやすくなることを理解させ，発言が変容し

たと考える。 

これらの考察と「チェックリスト」の変容で，自

分にとって，学びやすくするために必要なものが分

かる様子がみられたことから，生徒自身が活動しや

すいような環境や状況を判断することができたと考

える。 
 

２ 生徒自身が活動しやすいように環境や状況を

調整することができたか 

(1) アンケートの内容 

事後のアンケートでは，「道徳などで，自分の意見

をまとめるのが得意になってきた気がする。自立活

動で自分の苦手なことを知れて，相談して，時間を

取ってもらって悩みを改善してもらうようになっ

た。」の記述があった。「チェックリスト」では，「自
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分で工夫している」と回答した項目は，３項目から

12項目に増えていた。増えた項目について，具体的

に聞き取りをしたところ，次のように答えた。 
 

・発言するタイミングを，早く言いたい気持ちよりも相手
の表情を優先して考えている。 

・考えたり話したりするときの順番を，自立活動の時間に
まとめたことを思い出して考えている。 

生徒が自分自身で工夫していること 
 

これらのことから，生徒は，自分の苦手なことに

ついて自ら教師に相談したこと，学習したことを本

題材で扱った教科以外の場でも実践したことが分か

る。これは，「自分の思い」を伝えることで問題を解

決できた「相談する良さ」を味わう経験を積ませた

ことが，自分自身で環境を調整したり，他者に援助

の依頼をしたりして，環境や状況を整えていくこと

につながったためと考える。 

(2) 授業における生徒の発言・振り返りなど 

自分に合った方法を自ら調整していくことについ

ての生徒の変容を，家庭学習への取組に関するもの

を表15に示す。 

 
表15 家庭学習への取組に関する生徒の様子・発言の変容 
 取組前 取組後 

様
子 

課題に取り組め
ていない。 

社会科だけでなく，国語科の
課題に取り組み，提出した。 

発
言 

「いつもはやる気
が出なくてテスト
勉強ができない。」 

「やり方と集中できる場所が
分かったので，がんばった。国
語も自分で計画を立てて取り
組めた。」 

（下線部は生徒が調整した様子を示す。以下，同様。） 
 

家庭学習について，授業で指導者と計画を立てた 

以外に，自ら取り組む内容を決めて実行していた。

これは，自立活動の時間で，これまでの家庭学習を

振り返らせて，改善したい点と理想とするイメージ

を明らかにさせ，「チェックリスト」にある必要な手

立てを参考にしながら指導を行ったことが有効であ

ったと考える。自立活動で行った支援について表16

に示す。 
 

表16 教師による具体的な支援 
学習活動 支援 

Ｃ.情報を読み取 
るとき 

・自分が得意な理解の方法について考えさ
せ，取り組む事柄を決めさせた。 

Ｌ.学習への関心
をもつため 

・「これを見ればやることが分かる」とい
うように，計画表やメモを視覚情報にま
とめさせた。 

Ｍ.学習に集中す
るため 

・自分が集中できる環境を考えさせた。 
・やるべきことを決めさせて，時間と分量
に見通しをもたせた。 

 

生徒にとって理解しやすい手立てを複数提示し，

自分に合う学習方法を取捨選択させながら，計画を

立てさせたことで，家庭学習という場でも，生徒が

納得できる方法で取り組む事や，さらに社会科だけ

でなく国語科においても，自ら課題への取り組み方

を調整したことにつながったと考える。 

外国語科の学習への取組に関するものを表17に示

す。 

 
表17 外国語科の学習への取組に関する生徒の様子・発言

の変容 
 取組前 取組後 

様
子 

授業では学習内容
が良く分かるが，一人
では問題が解きにく
いと思っている。 

困っていることを，整理
して，担当者に相談し，ノー
トの書き方やまとめ方につ
いて，改善に取り組んだ。 

発
言 

「自分のノートを見
直したときに，読みに
くいと思うけど・・。」 

「相談できて良かった。
色々工夫して試すことがで
きて，悩みを解決できた。」 

 

困っていることに対して担当者に相談する中でど

うすれば学びやすくなるのかに気付き，自ら改善に

取り組んだことが分かる。これは，生徒が，自立活

動の時間に，学習上の困難さを克服するために，現

在の姿を振り返り，「チェックリスト」を見て，自分

が工夫できそうなことを考えたためであると考える。 

生徒が考えて教科担当者に相談した内容を表18に

示す。 

 
表18 生徒が相談した内容 

学習活動 内容 

Ｈ.書くとき 

・後から読みやすい大きさで文字を書き
たい。 

・注目するところを色分けしてノートを
書きたい。 

Ｍ.学習に集中す
るため 

・時間を意識して学習したい。 

 

生徒から相談を受けた教科担当者が行った支援を 

表19に示す。 

 
表19 教師による具体的な支援 

学習活動 支援 

Ｈ.書くとき 
・語句と語句の間隔の取り方が分かるお手
本を用意して，ノートの書き方の参考に
させた。 

Ｍ.学習に集中す
るため 

・時計を机のそばにおいて，時間を意識さ
せた。 

 

生徒は，学びやすい工夫を相談しながら試し，結

果を振り返る取組を，自立活動･外国語科の授業･放

課後等に複数回継続して行った結果，「見返した時に

読みづらい」と思っていた自分のノートの書き方に

ついて「語句と語句の間隔の設け方」や「新出事項

が見やすい色ペンの使い方を工夫する」など，困っ

ている状況を調整していくことにつなげていくこと
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ができた。授業ノートの変容を次に示す。 

 

 
取組前の授業ノート 

 

 
取組後の授業ノート 

 

これらのことから，生徒は，学習上の困難さを克

服するために，「チェックリスト」を参考にしたり，

教科担当者に相談したりして，自ら学びやすいよう

に工夫しようとしていることが分かった。これは，

これまでに「チェックリスト」をもとに，自分に合

った学びやすさに気付かせ，学び方を自ら工夫した

り，相談することを通して他者に支援してもらった

りすることができる経験をさせてきたことが，さら

に環境を調整しようとする意欲につながったと考え

る。 

これらのことから，生徒自身が活動しやすいよう

に環境や状況を調整することができたと考える。 

(3) 研究授業後の様子 

 研究授業後，生徒がどのように環境や状況を調整 

していったのかについて，教科担当者による行動観 

察について表20に示す。 
 

表20 教科担当者による行動観察でみられた生徒の変容 
 事前 事後 

社
会
科 

・発言は多いがそれを
文章にできずに，途
中で止まる。 

 

・自分の意見を最後まで記述
できるように，先に大切だ
と思うことを箇条書きする
等工夫をするようになって
きた。 

外
国
語
科 

・英文を単語のまとま
りで捉えて写すこと
が苦手である。指示や
説明が長いと，問題を
解く事をあきらめて
しまうことがある。 

・ノート作成以外にも，課題
を自分なりに工夫し，本人
が学習に対して満足感をも
って取り組む様子が見られ
た。積極的に学習するよう
になった。 

 ・困っていそうなこと
には，声を掛けて支
援をしている。 

・半田付けの際，「出来ない」
と判断して本人から支援を
依頼してきた。 

 

社会科では，研究授業後，担当，単元が変わって

も，同じ支援を継続した。このことで，生徒は「自

分の考えを文章化する」工夫を試す場が多く保障さ

れ，より学びやすい方法に調整することが可能にな

ったと考えられる。外国語科については，「チェック

リスト」を使い，生徒の「困っていること」を自立

活動の時間に把握したことをきっかけに，相談する

内容や方法を生徒の言葉で整理させて学び方の調整

に向けて取り組ませた。このような経験により，外

国語科の学習全体に対する意欲も増したと考えられ

る。交流及び共同学習である技術・家庭科において

は，できないことを「できない」と判断して教科担

当者に個別に技能を教えてもらえるよう依頼したこ

とが分かる。自立活動で「相談するタイミング」や

「伝え方」について整理させたことで，他の場面で

も活用できたためと考えられる。 

また，授業以外の場でも，自分が解決したいと思 

ったことについて，自ら行動に移した様子について

次に示す。 

 
・委員会で，図書新聞の記事を作成する際，図書館司書に
内容や分量を質問したり，添削を依頼したりして活動に
見通しをもって最後まで取り組んだ。 

・眩しさが見え方に大きく関係することをふまえて，交流
学級での座席について教師に相談した。 

・デジタル時計の方が，アナログ時計よりも時間の感覚が
分かりやすいことを教師に伝えて，デジタル時計も表示
してもらった。 

生徒が自ら行動に移した様子 

 

高等学校の先生が来校したとき，中学校卒業後の

生活をイメージするために学習の様子などについて

質問すると同時に，現在の自分のことについて説明

する様子が見られた。生徒は，新しい環境となる高

等学校進学後も，周囲の人に自分のことを理解して

ほしいと思っていることが分かった。学習上の困難

さを克服するために，自ら困難さに応じた工夫をし

たり，周囲に支援を依頼したりした経験により，「○

○すれば，□□できる。」といった自己理解を深めて

将来につなげていこうとしている。 

以上のことから，生徒自身が活動しやすいように

環境や状況を調整することができたと考える。 
 

Ⅷ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 

〇 新学習指導要領における「困難さに応じた指導 

の手立て」を整理して作成した「チェックリスト」

を用いて，自己理解を深める自立活動と「困難さ

に応じた指導の工夫」を具現化した指導・支援を

行うことは，生徒自身が自己理解を深め，活動し

やすいように環境や状況に対する判断や調整をす

る力を育むことにつながることが分かった。 

技
術
・ 

家
庭
科 
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○ 研究授業の期間中，校内研修（２回）及び該当

学級で行う教科の授業参観を実施した際に，教科

担当者と「チェックリスト」を共通の指標として

活用したことにより，情報の共有化や，指導に関

する連携が行いやすくなった。また，「困難さに応

じた指導の手立て」表も併せて活用することで，

支援の意図を確認しながら手立てを具現化できる

ことが分かった。 

 

２ 研究の課題  

○ 本研究では，自立活動を国語科・社会科・外国 

語科と関連付けたが，その他の教科等での授業実

践を行うことで，さらに汎用性を高める必要があ

ると考える。 

○ 通常の学級に在籍する生徒に対する困難さに応

じた支援を検討する際に，「チェックリスト」を活

用しやすいよう，構成について改善する必要があ

ると考える。 

 

【注】 
(1) 「自閉症の特性に関連する指導の手立て表」は，文部科

学省（平成30年a）：『特別支援学校教育要領・学習指導要領

解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』開隆堂出版,

岡山県総合教育センター(平成27年）：『高等学校ハンドブ

ック自分らしくかがやく～発達障害のある高校生のため

の指導・支援～』，千葉県総合教育センター(平成27年）：『ユ

ニバーサルデザインの考え方に学ぶどの子も「わかる」「で

きる」をめざす支援の工夫ヒント集』，東京都教育委員会

(平成30年）：『「読めた」「わかった」「できた」読み書きア

セスメント～中学校版～活用＆支援マニュアル編』，富山

県教育委員会(平成28年）：『特別支援教育学びＱ＆Ａ(指導

事例集）』，広島県教育委員会(平成30年）：『気になる生徒の

支援につなげるチェックリスト―個別の指導計画作成フ

ァーストステップ―』を基に稿者が作成した。 
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